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DID/VCを用いたスマートフォン学生証と出席確認システム
中沢研究室 ¦ 山本 泰成

学生証を忘れてもスマートフォンで本人の資格を提示し、授業の出席を記録できる仕組みを開発する。大学が署名した検証

可能な証明書（VC）を発行し、学生はWalletに保存する。教員は学生端末が表示した30秒間・1回限りのQRを読み取り、

VCと発行者を検証して出席結果を記録する。中間時点ではNode.jsを使うローカル環境で、VC発行、端末への保存、QR検

証、出席記録まで実装した。学内での実運用やAWS上のHTTPS公開は今後の課題である。大学メールによる本人確認、履

修者名簿との照合、端末を持つ人と学生本人の結びつけを検討し、出席確認としての信頼性を高める。

DID・VCを使う学生証の仕組み ローカル実装の画面

発表スライドより

方法

大学が学生証VCを発行し、学生のWalletに保存。30秒・1

回限りのQRを教員端末で検証し、出席を記録する。

中間時点の到達点

Node.jsのローカル構成でVC発行、Wallet保存、QR検証、

出席記録を実装。AWS上のHTTPS公開は今後の作業。

次の検証 大学メールによる本人確認、履修者名簿との照合、学生端末と本人の結びつけを確認する。

画像・内容：各発表者のPDIII中間発表資料 / 2026-09-25


